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昨年度において組織されたまちづくり委員
会や各地の自治会などと協力しながら地域
の活性化や諸課題に取り組みながら明るく
元気に暮らせる地域社会の実現を目指して
います。

本紙に掲載の平成 25 年度施政方針は、平成 25 年３月に行われた津和野町議会において示された冒頭の内容を一部抜粋・再編集し
掲載しています。施政方針の全文については、津和野町ホームページ（http://www.town.tsuwano.lg.jp/）に掲載しています。

津和野の歴史ある
文化や風土を広域
的に維持し、その
価値をさらに高め
る基本計画である
歴史的風致維持向
上計画が、平成 25
年４月に国の認定
を受けました。

伝統的建造物群
保存地区の対象
区域内において
は建物の修理等
に事前の申請が
必要になります
が、その補助を
行うことも可能
になります。

行政の仕事を効率化し、大切な税金を効率よく
まちづくりに生かすため行政評価など、新たな
仕組みの導入も模索されています。

高津川流域ふるさと構想では、青野
山や高津川など、流域の存在する豊
かな自然を活用すべく様々な視点か
ら検討が行われています。

平成 25 年度施政方針と予算

極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
本
町
の
発
展
に
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
中
で
、
昨
年
度
に
は

内
閣
府
に
お
い
て
高
津
川
や
流
域

の
森
林
な
ど
豊
か
な
自
然
を
活
用

す
る
べ
く
本
町
の
活
性
化
に
と
っ

て
重
要
な
「
森
里
海
連
環
高
津
川

流
域
ふ
る
さ
と
構
想
」
特
区
計
画

（
総
合
特
区
）
を
認
定
頂
き
ま
し

た
。そ

し
て
新
年
度
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
国
交
省
関
連
で
あ
る
歴
史

的
風
致
維
持
向
上
計
画
が
、
更
に

は
文
化
庁
関
連
で
あ
る
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
選
定
が

な
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
計
画
認
定
は
厳
し
い
財
政
状

況
の
も
と
、
有
効
的
に
国
の
資
金

を
導
入
で
き
る
こ
と
か
ら
本
町
の

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
重

要
な
前
進
と
な
る
も
の
と
認
め
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
計
画
に
基
づ
き
、
今

後
も
続
く
財
政
再
建
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
し
っ
か
り
と
舵
取
り
な
が

ら
、
本
町
の
活
性
化
に
鋭
意
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

は
じ
め
に

平
成
25
年
度
を
迎
え
、
町
政
運

営
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
要
施

策
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
申
し
述

べ
、
町
議
会
を
は
じ
め
と
す
る
町

民
の
皆
様
方
の
深
い
ご
理
解
と
温

か
い
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
平
成
21
年
10
月
の
町
長

就
任
か
ら
3
年
を
超
え
る
月
日
が

経
過
し
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
与
え

て
頂
い
た
任
期
4
年
に
お
け
る
最

後
の
年
度
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
町
政
運
営
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
長
年
に
渡
っ
て
続

い
て
い
る
過
疎
化
が
想
像
以
上
に

深
刻
な
影
響
を
町
に
与
え
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
が
、

合
併
後
の
重
要
課
題
で
あ
っ
た
財

政
再
建
の
道
筋
に
お
い
て
人
口
減

少
を
く
い
止
め
る
た
め
の
地
域
活

性
化
策
を
両
立
さ
せ
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
と
困
難
を
伴
う
現
実
に

常
に
向
き
合
い
、
模
索
し
な
が
ら

の
こ
れ
ま
で
で
あ
っ
た
と
認
め
て

お
り
ま
す
。

動
き
出
し
た
住
民
協
働

こ
う
し
た
中
、
こ
れ
ま
で
政
策

と
し
て
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
し
た
町
内
各
集
落
の

維
持
・
活
性
化
を
目
的
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
の
設
置
を
は
じ

め
と
す
る
事
業
が
い
よ
い
よ
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
は
意
義
深
い
一
歩
と
位
置
付

け
て
お
り
ま
す
。

地
域
課
題
の
解
決
と
明
る
く
元

気
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
、
そ

し
て
住
み
よ
い
、
住
み
た
い
集
落

の
再
生
を
図
る
こ
と
は
全
て
の
ま

ち
づ
く
り
の
基
礎
を
つ
く
る
こ
と

に
通
ず
る
も
の
と
し
て
捉
え
て
お

り
、
合
わ
せ
て
住
民
と
行
政
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
の
仕
組
み
を
構

築
し
な
が
ら
、
新
年
度
に
お
い
て

も
関
連
予
算
等
重
点
的
に
配
分

し
、
一
層
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

町
の
財
産
を
活
か
す

ま
た
、
本
町
に
は
豊
か
な
自
然

や
文
化
、人
情
豊
か
な
人
々
な
ど
、

全
国
に
誇
る
べ
き
財
産
を
有
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
守
り
継
承
し
積

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
経
営
を

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
目
標
値
と
し
て
掲

げ
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
数

値
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
議
会
を
は
じ
め
町
民

の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
職
員
と

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き

た
行
財
政
改
革
の
成
果
の
表
れ
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
歳
入

の
減
少
を
予
測
す
る
と
き
、
改
革

の
歩
み
を
終
え
る
状
況
に
は
到
底

な
く
、
こ
れ
ま
で
準
備
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
行
政
評
価
制
度
や
人

事
評
価
制
度
を
一
刻
も
早
く
構
築

し
、
改
革
の
精
度
を
更
に
高
め
な

財政再建とまちづくりの両立を
平成25年度

施政方針と予算

が
ら
、
財
政
再
建
と
ま
ち
づ
く
り

事
業
の
展
開
の
両
立
と
い
う
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
町
政
運
営
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
今
後
も
引
き
続

き
、
資
源
の
効
率
的
、
効
果
的
な

配
分
を
意
識
し
な
が
ら
、
少
子
高

齢
化
に
対
応
し
た
福
祉
施
策
、
病

院
問
題
な
ど
の
保
健
医
療
対
策
、

地
域
活
力
を
生
み
出
す
源
と
な
る

商
工
観
光
や
農
林
業
の
振
興
、
津

和
野
な
ら
で
は
の
特
色
あ
る
教

育
、
文
化
の
保
存
・
活
用
、
更
に

は
道
路
や
上
下
水
道
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
基
盤
整
備
な
ど
、
本
町

が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
と
地
域

振
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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地方交付税
39億円
（54.1％）

町債10億 420 万円
（13.9％）

町税 6億 7,730 万円
（9.4％）

国庫支出金
4億 8,216 万円（6.7％）

県支出金
5億 2,744 万円（7.3％）

諸収入 6,738 万円（0.9％）
地方譲与税 7,600 万円（1.0％）

各種交付金ほか 
3 億 3,630 万円（4.7％）

使用料及び手数料
1億 4,119 万円（2.0％）

歳入
72

1,200
億
万円

労働費 98万円、災害復旧費 15万円、
予備費 740 万円、諸支出金 66万円（0.1％） 議会費 9,139 万円（1.3％）

総務費
10億 9,704 万円
（15.2％）

民生費
14億 5,393 万円
（20.2％）

衛生費
8億 9,581 万円（12.4％）

農林水産業費 4億 9,091 万円（6.8％）

商工費 2億 1,250 万円（2.9％）

土木費
6億 2,188 万円（8.6％）

消防費
3億 2,822 万円（4.6％）

教育費 7億 3,781 万円
（10.2％）

公債費
17億 7,326 万円（17.7％）

歳出
72

1,200
億
万円

●一般会計歳出（目的別）

●一般会計歳出（性質別）

●一般会計歳入

特別会計予算
国民健康保険事業 10 億 5,727 万円

介護保険事業 13 億 2,674 万円
後期高齢者医療 3 億 859 万円
簡易水道事業 5 億 3,320 万円
下水道事業 3 億 7,885 万円

農業集落排水事業 555 万円
奨学金 1,163 万円

電気通信事業 1億 2,629 万円
診療所 9,208 万円

介護老人保健施設事業 4 億 8,272 万円

津和野町病院事業
収益的収入 7 億 2,839 万円
収益的支出 7 億 2,839 万円
資本的収入 6,418 万円
資本的支出 9,005 万円

※掲載している予算金額等の千円以下の金額については、割愛しています。平成 25 年度施政方針と予算

な
す
町
税
や
人
口
減
、
単
位
費
用

削
減
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
伸
び

悩
み
な
ど
一
般
財
源
そ
の
も
の
の

大
幅
な
増
収
が
見
込
め
な
い
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
一
般
財
源
を
基

本
と
し
た
枠
配
分
方
式
を
採
用
し

予
算
編
成
を
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
平
成
25
年
度
の
重
点
施

策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
定
住
対

策
と
健
康
を
柱
と
し
て
特
に
配
慮

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

な
お
、
配
分
枠
予
算
を
堅
持
す

る
な
か
で
、
事
業
費
や
事
務
量
の

増
減
要
因
を
十
分
検
証
す
る
と
と

も
に
、
決
算
監
査
並
び
に
決
算
審

査
特
別
委
員
会
の
審
議
内
容
を
踏

ま
え
な
が
ら
更
な
る
経
費
の
節
減

に
努
め
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
が
発
揮
で
き
る
よ
う
成
果
重

視
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、
後
年

度
へ
の
影
響
に
も
配
慮
し
な
が
ら

基
金
や
町
債
を
効
果
的
に
活
用
す

る
な
ど
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

よ
り
効
率
的
な
行
政
執
行
と
財
政

運
営
の
確
立
に
徹
す
る
予
算
編
成

を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

好
転
す
る
財
政
状
況

本
町
の
財
政
状
況
は
、
こ

れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
推

進
と
健
全
な
財
政
運
営
に
取

り
組
ん
で
き
た
結
果
、
合
併

時
に
は
危
機
に
直
面
し
て
お

り
ま
し
た
財
政
構
造
か
ら
計

画
よ
り
一
年
早
く
脱
却
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

主
要
財
政
指
標
の
う
ち
経

常
収
支
比
率
が
86
．
9
％
で

前
年
よ
り
わ
ず
か
な
が
ら
0.1

ポ
イ
ン
ト
下
が
り
、
実
質
公

債
費
比
率
に
つ
い
て
も
健
全

化
判
断
基
準
の
18
％
を
割
り

込
み
、
17
．
2
％
と
前
年
度

よ
り
1.8
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ

れ
、
平
成
24
年
度
決
算
で
は

16
％
前
後
に
な
る
見
込
み
で

あ
り
好
転
傾
向
に
あ
り
ま

す
。ま

た
、
地
方
債
残
高
に
つ

き
ま
し
て
も
、
将
来
に
負
担

を
残
さ
な
い
よ
う
繰
上
償
還

を
積
極
的
に
行
い
、
有
利
な

地
方
債
を
活
用
す
る
な
ど
発

行
を
抑
え
て
き
た
結
果
、
着

実
に
減
少
傾
向
を
た
ど
っ
て

お
り
、
財
政
調
整
基
金
及
び

減
債
基
金
に
つ
き
ま
し
て
も

順
調
な
伸
び
を
見
せ
て
お

り
、
昨
年
10
月
に
立
ち
上
げ

た
「
津
和
野
ク
ラ
ブ
」
の
会

員
増
へ
向
け
た
取
り
組
み
と

の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、

同
じ
く
昨
年
よ
り
結
成
さ
れ

た
各
地
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

の
財
源
確
保
策
と
し
て
連
携

を
模
索
す
る
な
ど
、
一
層
の

推
進
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
よ
り

当
寄
付
金
を
積
み
立
て
た
津

和
野
ふ
る
さ
と
基
金
は
１
，

５
５
０
万
円
と
一
定
の
金
額

に
達
し
ま
し
た
の
で
、
今
年

度
よ
り
寄
付
さ
れ
た
方
々
の

意
向
に
沿
っ
た
活
用
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
急

速
に
進
行
す
る
少
子
高
齢
化
に
対

す
る
扶
助
費
等
義
務
的
経
費
や
斎

場
の
増
築
、
町
道
改
良
、
文
化
財

整
備
等
の
投
資
的
経
費
が
増
加
す

る
こ
と
に
併
せ
、
他
会
計
へ
の
繰

出
金
も
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、

平
成
25
年
度
は
財
源
の
一
部
を
基

金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
と

な
り
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革
を

進
め
、
限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活

用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
政
権

の
打
ち
出
し
た
日
本
再
生
に
向
け

た
緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る
本
町

へ
の
影
響
等
を
注
視
し
な
が
ら
事

業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

編
成
方
針
に
つ
い
て

新
政
権
に
よ
る
デ
フ
レ
不
況
脱

却
を
掲
げ
た
緊
急
経
済
対
策
が
打

ち
出
さ
れ
た
中
で
の
平
成
25
年
度

当
初
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
景

気
回
復
の
動
き
に
足
踏
み
が
み
ら

れ
長
引
く
景
気
低
迷
か
ら
な
か
な

か
脱
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

況
の
下
、
未
だ
国
の
動
向
が
不
透

明
で
あ
り
、
自
主
財
源
の
根
幹
を

平成 25 年度の一般会計予算額は 72 億 1,200 万円、一般財源では、およそ 50 億 8,240
万円となりました。それぞれの予算は前年度に比べ、1 億 5,350 万円（2.1％）、約 1
億 7,600 万円（3.3％）の減額予算となっています。

「定住」と「健康」を柱に
平成25年度当初予算

普通建設事業費

繰出金

公債費

補助費等

扶助費

物件費

人件費

12 億 2,251 万円（16.9％）

12億 5,972 万円（17.5％）

9億 3,825 万円（13.0％）

12億 7,326 万（17.7％）

9億 3,562 万（13.0％）

9億 3,360 万（12.9％）

4億 8,106 万円（6.7％）

維持補修費 2,231 万円（0.3％）
積立金 1億 724 万円（1.5％）
貸付金 3084 万円（0.4％）

災害復旧事業費 15万円（0.0％）

予備費 740 万円（0.1％）

上
積
み
実
施
し
て
き
て
お
り
ま

す
。し

か
し
な
が
ら
、
現
下
の
経
済

情
勢
を
反
映
し
て
、
人
口
減
少
と

景
気
の
低
迷
か
ら
確
た
る
増
額
が

期
待
で
き
な
い
町
税
の
減
少
や
津

和
野
共
存
病
院
の
療
養
病
床
休
床

に
伴
う
普
通
交
付
税
、
特
別
交
付

税
の
減
額
等
に
よ
り
確
実
に
歳
入

が
落
ち
込
む
も
の
と
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。

自
主
財
源
の
確
保
へ

本
町
は
、
歳
入
の
約
54
％
を
占

め
る
地
方
交
付
税
を
は
じ
め
と
す

る
依
存
財
源
に
大
き
く
左
右
さ
れ

る
状
況
に
あ
り
、
３
年
後
の
平
成

28
年
度
に
は
普
通
交
付
税
に
お
け

る
合
併
特
例
加
算
分
の
段
階
的
な

減
少
が
は
じ
ま
る
な
ど
、
今
後
、

厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す

が
、
本
町
の
均
衡
あ
る
発
展
の
た

め
に
も
自
主
財
源
で
あ
る
町
税
を

は
じ
め
と
す
る
歳
入
の
確
保
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
ふ
る
さ
と
寄
付

金
は
2
月
末
時
点
で
は
２
８
７
件

金
額
に
し
て
4
３
４
万
５
千
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
制
度
が
始

ま
っ
た
平
成
20
年
度
実
績
と
比
較

い
た
し
ま
す
と
件
数
で
約
50
倍
と
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建設課議会
事務
局

議場

Ｗ・Ｃ

正面玄関

駐輪場

W・C

総務財政課

副町長

町長

総合窓口
（税務住民課）

税務住民課

つわの暮らし
推進課

出納室

総務財政課
☎ 74-0028

課長 島 田 賢 司
課長補佐 福 田 浩 文
課長補佐 青木早知枝

堀　 重 樹
安 村 義 夫
大 垣　 隆
楠 　 寛
樋 口 和 宏
石 井 崇 恵
大 庭 耕 平

税務住民課
☎ 74-0069

課長 楠　 勇 雄
課長補佐 山 本 慎 吾

長 嶺 義 幸
大 井 正 彦
山 本 早 苗
藤 本 憲 児
瀧 山 浩 美
村 上 宏 志
齋 藤 貴 達
湯 浅 典 子
清 水 健 太

税務住民課・総合窓口
☎ 74-0059

倉 木 正 行
野 村 一 弘
斎 藤　 彩

Ｗ・Ｃ
Ｗ・Ｃ

教
育
委
員
会

商
工
観
光
課

総
合
窓
口

参事 教育長

健
康
福
祉
課

（
福
祉
事
務
所
）

保
健
予
防
係

環境生活課

農林課
農業委員会

農業担い手支援センター
土地改良区

教育委員会
☎ 72-1854

教育次長 世 良 清 美
主査 吉 田 智 幸

次長補佐 岩 本 要 二
清 水 浩 志
米 本　 潔
宮 田 健 一
竹 田 亨 志
伊 藤 悟 郎
横 田 雄 一
中 山 頌 子

商工観光課
☎ 72-0652

課長 大 庭 郁 夫
課長補佐 藤 山　 宏

水 津 太 志
沖 田 祥 子
酒 巻　 彰

商工観光課・総合窓口
☎ 72-0663

青 木 育 世
篠 原　 徹
俵　 知 巳
滝 本 紘 士

地域包括支援センター
☎ 72-0683

新田いずみ
長 野 純 子
高 松　 遼

医療対策課
☎ 72-4088

課長 下 森　 定
課長補佐 益 井 仁 志

山 下 泰 三

森鷗外記念館
山 本 博 之

安野光雅美術館
次長補佐 齋 藤 道 夫

桑原史成写真美術館
館長 廣 石　 修

※御用の際には安野光雅美
術 館（ ☎ 72-4155） へ
おかけ下さい。

鹿足郡事務組合
（サンネットにちはら）

青 木 香 奈 絵

日原天文台
（商工観光課）

斎 藤 和 幸

津和野中央公民館
（津和野公民館）

石 橋 洋 亜

教育委員会日原窓口
中 岡 真 一

木部保育園
柳井 江 利子
石 村 直 子

青原保育園
副園長 宅 野 文 子

水 津 智 美
谷 口 法 賀
竹 内 留 美

給食センター
河 田 義 則
松 本 利 和
山 本　 徹
田 村 鉄 治

日原保育園
園長 和 崎 八 恵 子

篠 原 純 子
渡 邉 紗 也 加
岡 崎　 卓
井 上 史 子

畑迫保育園
副園長 草 田 比 呂 子

豊 田 悦 子
佐々木かおり
大 谷　 高

直地児童館
副館長 佐 々木 正 子

柳 井 里 絵 子

つわの暮らし推進課
☎ 74-0092

課長 内 藤 雅 義
主査 木 村 良 夫

課長補佐 赤 松 朱 美
課長補佐 豊 田　 肇

中 田 伸 司
清 水 孝 倫
山 本　 淳
村 上 剛 士
内 谷　 元
大 山 優 子

建設課
☎ 74-0081

課長 田 村 津 与 志
課長補佐 木 村 厚 雄

齋 藤 隆 司
野 田 裕 一
青 木 貴 志
後 藤 雅 之
新 田　 亮
日 熊 憲 明

議会事務局
☎ 74-0089

事務局長 和 田 京 三

職
員
配
置

平
成
25
年
4
月
１
日
よ
り
、「
つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課
」
と
「
健
康
福
祉
課
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
教
育
委
員
会
に
配
置
さ
れ
て
い
た
津
和
野
高
校
支
援
係
が
つ
わ
の
暮
ら
し
推
進
課
へ
、

津
和
野
庁
舎
で
の
総
合
窓
口
業
務
が
商
工
観
光
課
へ
そ
れ
ぞ
れ
移
管
さ
れ
て
い
ま
す
。公民館、保育園など 日原第2庁舎

津和野共存病院内

出納室
☎ 74-0082

会計管理者 山 本 典 伸
藤 井 安 宏

環境生活課
☎ 72-0309

参事兼課長 長 嶺 雄 二
主査 益 成 安 廣

課長補佐 竹 内　 誠
小 藤 信 行
石 川 卓 弥
川 﨑 優 一
岸 田 浩 明
永 田 達 哉

健康福祉課
☎ 72-0651

課長 齋 藤　 等
課長補佐 渡 邉 寛 夫
課長補佐 中 村 博 己
課長補佐 佐 々井 将 利
課長補佐 村 田 隆 昭
課長補佐 土 井 泰 一

中 田 紀 子
岸 田 道 治
植 田 直 樹
須 川寿 賀子
柳 井 宏 樹
倉 木 翔 史
小 柴 陽 介
小 山 恵 美
石 川慎 太 朗
村 上 あゆみ
河 野 雅 美
石 川 千 絵
西 藤 絢 子
田 中 美 里
櫻 下　 緑

農林課
☎ 72-0653

課長 久 保 睦 夫
主査 羽多野寿子

課長補佐 桑 原 正 勝
村 上 久 富
阿 部 光 博
三 浦 香 織
椿　 利 昭
小 野 克 仁

農業担い手支援センター
課長補佐 宮 内 秀 和

佐 伯　 晃

津和野庁舎 本庁舎



みんなで「いいね！」しよう

つわみん © 津和野町　津和野（観）許諾第 11 号
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田た
な
か中 

美み
さ
と里健

康
福
祉
課

益
田
市
出
身
で
す
が
、
津
和
野
高
校
の
卒

業
生
で
、
津
和
野
は
と
て
も
愛
着
が
あ
る
町

で
す
。
こ
の
町
で
働
け
る
こ
と
が
嬉
し
く
、

一
日
で
も
早
く
こ
の
町
や
町
民
の
皆
さ
ん
の

顔
を
覚
え
、
皆
さ
ん
が
元
気
に
笑
顔
で
暮
ら

せ
る
よ
う
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

櫻さ
く
ら
し
た下 

緑
み
ど
り健

康
福
祉
課

出
身
は
吉
賀
町
で
す
。
こ
の
春
大
阪
か
ら

帰
っ
て
き
て
こ
の
津
和
野
町
で
働
く
事
に
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
と
一
緒

に
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。
津
和
野
町
の
皆
様
の
た
め
に
一
生
懸

命
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

小お
の野 

克か
つ
の
り仁

農
林
課

こ
の
度
、
農
林
課
に
配
属
と
な
り
ま
し

た
。
山
口
県
萩
市
出
身
で
、
津
和
野
町
で
暮

ら
す
の
は
初
め
て
で
す
。
何
も
分
か
ら
な
い

で
す
が
、
馬
車
馬
の
よ
う
に
働
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

村む
ら
か
み上 

あ
ゆ
み健

康
福
祉
課

津
和
野
町
出
身
で
す
、
今
年
の
３
月
ま
で

は
名
古
屋
市
役
所
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
自

然
が
多
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
津
和
野
が
好

き
な
の
で
こ
の
地
で
働
け
る
こ
と
が
と
て
も

嬉
し
い
で
す
！
津
和
野
の
皆
さ
ん
の
役
に
立

て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

髙た
か
ま
つ松 

遼は
る
か

医
療
対
策
課

出
身
は
山
口
県
防
府
市
で
す
、
社
会
人
一

年
目
で
緊
張
し
て
い
ま
す
が
、
毎
日
笑
顔
で

皆
さ
ん
の
元
気
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
毎
日

い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
よ
う
に
一
緒
に
生
活

し
て
い
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

滝た
き
も
と本 

紘ひ
ろ
し士商

工
観
光
課

津
和
野
町
出
身
で
す
。
自
分
の
生
ま
れ

育
っ
た
町
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す
。
町
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
た

て
る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

岡お
か
ざ
き崎 

卓
す
ぐ
る

健
康
福
祉
課

保
育
士
と
し
て
日
原
保
育
園
へ
配
属
と
な

り
ま
し
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
津
和
野
町
の

子
ど
も
た
ち
と
関
わ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
地
元
出
身
で
、
生
ま
れ
た
町
で

働
け
る
こ
と
を
誇
り
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

つわみんがより身近に！

f
フェイスブック

acebook でつわみんの活動を応援しよう
つわみん公式 facebookページも公開中！
つわみんの出演情報や活動の様子を更新
しています。

【問】商工観光課☎ 72-0652

つわみんのキャラクターデザインの使用、着ぐるみの貸出・出演依頼ができます。
役場に申請することであなたもつわみんを利用することができます。キャラクター
の使用は申請から 10日前後、着ぐるみの貸出・出演依頼は２週間前までに行って
ください。それぞれの申請には、一定の要件が必要です。詳しくは商工観光課また
は、津和野町ホームページでご確認ください。

New
Face

新 人 紹 介

平
成
25
年
４
月
１
日
付
け
で
新
た
に
７
名
の
職
員
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
町
を
よ
く

す
る
決
意
を
新
た
に
し
た
、
若
手
職
員
の
今
後
の
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

「つわみん」活動、４月１日より本格的にスタート！
４月１日より、つわみんの活動がスタートしました！

つわみんプロフィール
鷺飾りとハート型の手が

チャームポイント！

芋煮が大好き！

【誕生日】9 月 25 日【年齢】不明
【性別】不明（男の子？）
【出身地】
津和野町のどこか（清流から現れたと言われています。）

【名前の由来】
いわみの国・津和野町に住む「つわみん」。
つわのがみんなに愛されますように、という願いが込め
られています。

【性格】
ゆったり、のんびりできる津和野町で生まれ育ったため、
基本的におっとりした性格。おおらかで優しいけど空想
しすぎてぼんやりすることも……。

【特徴】
津和野に住む人々の、ふるさとに対する想いから生まれ
た妖精。髪の虹色は津和野の歴史・文化・自然・暖かい
心を表しています。

山陰の小京都・津和野は鯉が泳ぐ掘割で
有名な殿町通り、日本五大稲荷のひとつ太
皷谷稲成神社、日本一の清流高津川など、
文化や歴史、豊かな自然に囲まれたまちな
んじゃ♪

つわみんは、そんな津和野をみんなにナ
ビゲートしていかにゃぁいけんけぇ、目下
勉強中なんじゃ～。

津和野はいっぱい見どころがあるけぇ、
みんなは津和野に来たら、ゆったりのんび
り、ゆ～にしんさいね♪

趣味は、津和野のお祭りと空想。
津和野をひとりでも多くの人に知っ

てもらう事が目標なんじゃ～



プロジェクトへ参加される方を随時募集しています！
お問い合わせは農林課☎ 72-0653 へ

出荷者の
登録をして

軽トラで
運んで

みんながシアワセなしくみ。

山をきれいに
お手入れして

指定の場所で現金と
商品券をもらって

町のお店で
商品を買う

〔目的〕
　間伐促進・森林整備／自伐林家の育成

〔実施期間〕
　平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日

〔登録できる方〕
町民または町内に森林を所有しているもの

〔町の助成〕
スギ・ヒノキの出荷材に対し、3,000 円分のこだ
ま商品券を助成

〔登録方法〕
登録申請書に必要事項を記入し、運転免許証と車
検証の写し、対象森林の地図を添付し申請して下
さい

森の健康診断 NPO 法人ジットの石垣氏に
よる目立て研修

林内作業車による集材研修 バックホーによる作業路開
設研修

丸太を使ったチェーンソー
ワーク研修

竹内先生による間伐時の選
木方法と密度管理研修

自伐林家による作業路開設の様子
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11　広報つわの

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
森
林
を
健
全
な
状

態
に
整
備
し
、
林
地
残
材
（
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
）

を
地
域
の
発
展
と
地
球
の
環
境
保
全
の
た
め
に

有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
林
地
残
材
の
出
荷
に

対
し
て
助
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
か
つ
て
の
よ
う

に
、
山
へ
出
か
け
山
の
手
入
れ
を
す
る
人
﹃
自

伐
林
家
﹄
の
復
活
と
、
林
地
残
材
を
搬
出
し
た

自
伐
林
家
等
に
対
し
て
、
現
金
で
の
助
成
で
は

な
く
、町
内
で
利
用
で
き
る﹃
こ
だ
ま
商
品
券（
地

域
通
貨
券
）﹄
を
助
成
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
活

性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
実
績
は
林
地
残
材
の
出
荷
量

６
６
６
㌧
、
出
荷
登
録
者
数
86
名
、
こ
だ
ま
商

品
券
取
扱
店
59
店
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
の
拡
大
と
安
全
な
作
業
を
行
う
こ
と
を

目
指
し
、
研
修
会
を
６
回
開
催
。
延
べ
１
２
５

名
の
方
が
参
加
し
、
森
林
の
状
態
の
調
査
や
、

伐
木
・
造
材
・
集
材
技
術
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
森
林
整
備
に
必

要
な
作
業
路
の
開
設
・
修
繕
に
必
要
な
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
新
設
し
た
と
こ
ろ
、

5
カ
所
の
作
業
路
の
修
繕
・
拡
幅
と
新
た
に
約

３
km
の
作
業
路
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

森林を守り、町をうるおす、うれしい環
「山の宝でもう一杯！」プロジェクト

平成 24 年度活動報告

「山の宝でもう一杯！」をもっと広げる

平成 25 年度活動計画
目標　出荷量 1000㌧、出荷登録者 100 名
　　　こだま商品券取扱店 100 店

出
荷
量
６
６
６
ト
ン
、出
荷
登
録
者
86
名

こ
だ
ま
商
品
券
取
扱
店
59
店

H24 年度
実績

平成 24 年度研修実績
◇ 6 月 10 日 （日） 森の健康診断　町内 10 カ所のポイントの森林を調査 ………………… 参加者 40 名
◇ 7 月 14～15 日（土・日） 第 1 回伐木造材集材研修　チェーンソーワーク研修 …………………… 参加者 26 名
◇ 9 月 8 ～9 日 （土・日） 第 2 回伐木造材集材研修　目立てから伐木・集材研修 ………………… 参加者 29 名
◇ 10 月 4 日 （木） 竹内塾　竹内典之京都大学名誉教授による間伐選木・密度管理研修 … 参加者 14 名
◇ 10 月 21 日 （日） 第 3 回伐木造材集材研修　チェーンソーワークから造材基礎研修 …… 参加者 7 名
◇ 1 月 19 日 （土） 作業路開設研修　村上和寛氏による作業路開設研修 …………………… 参加者 9 名

町補助金『作業路開設・修繕事業』
平成 24 年度より、森林整備に必要な作業路開設・修繕に対して補助金制度を新設しました。
◇新規開設事業　600 円 /m（上限 30 万円） ………………………………… 申請者 11 名／ 11 カ所／ 3,088m 開設
◇修繕・拡幅事業　事業費の 1/2（上限 10 万円） ……………………………………………… 申請者 5 名／ 5 ヶ所

平成 25 年度 各種研修計画
　プロジェクト登録者を対象に、今年度も安全に作業

するために研修を実施します。参加される方は、農林

課へ申し込みください。

村上和寛氏による作業路開設研修
と き 5 月 25 日（土）～ 26 日（日）
ところ 須川公民館 / 赤石山町有林
内　容【1 日目】座学 / 踏査 / 既設作業路の解説

【2 日目】バックホーによる実習
講 師 村上和寛氏
定　員 15 名

初心者向けチェーンソーワーク研修
と き 7 月 13 日（土）
と こ ろ 日原山村開発センター / 赤石山町有林
内 容 目立てから伐木までの基礎研修
講 師 坂越浩一氏ほか
定 員 20 名

木の価値を高める造材研修
と き 7 月 14 日（土）
と こ ろ 日原山村開発センター / 現地未定
内 容 座学 / 造材技術 / 市場の状況
講 師 森田誠氏（県森連益田事務所長）
定 員 20 名

グループ搬出・集材研修
と き 10 月 5 日（土）～ 6 日（日）
と こ ろ 赤石山町有林
内 容【1 日目】グループ搬出研修

【2 日目】PC ウィンチ活用研修
講 師 坂越浩一氏、響繁則氏ほか
定 員 20 名

昨
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
様
子

「山の宝でもう一杯！」イメージキャラクター
ヤマトマモル



日 -Sunday- 月 -Monday- 火 -Tuesday- 水 -Wednesday- 木 -Thursday- 金 -Friday- 土 -Saturday-5

日原公民館日公カレンダーの略字表
記について

主な行事のお問合せ先
■行政相談
総務財政課･･･････☎74-0028

■無料人権相談
税務住民課･･･････☎74-0059

■健康相談 , 育児相談 , 幼児
健診 , こころの相談 , ケア
サロン津和野・かんがるー
教室 , 離乳食教室，手話生
活相談
健康福祉課･･･････☎72-0651

■心配ごと相談（各地区含む）,
無料法律相談
社会福祉協議会津和野支所
･････････････････☎72-1494

■明るい生活相談
社会福祉協議会本所・日原支
所･･･････････････☎74-1617

■パソコン教室 , ハングル講
座 , アダルト英会話 , キッ
ズえいかいわＡ・Ｂ，ピラ
ティス教室，水彩画教室
日原中央公民館･･･☎74-0302

■ 3Ｂ体操,つわの英会話教室，
水彩画教室
津和野町民センター
･････････････････☎72-2070

■キラキラ体操教室、認知症
講演会 , 地域運動推進員研
修会
地域包括支援センター
･････････････････☎72-0683

■パソコン初心者教室，いき
いきフィットネス体操，食
育の集い，健康体操、ぴよ
ぴよサロン
青原公民館･･･････☎75-0039

■断酒会
断酒会鹿足支部
･･････････☎090-9061-8012

町セ 津和野町民センター
山セ 山村開発センター 福セ 津和野町福祉センター

やま 保健福祉センターやまび なごみ 津和野温泉なごみの里
中央 日原中央公民館

納期限は5月31日

国民健康保険税・第 2期
後期高齢者医療保険料
・・・・・・・第 2期
介護保険料・・第 2期
固定資産税・・第１期
軽自動車税・・第１期

各料金・税金は納付期限ま
でに納付しないと、20 日以
内に督促状を発送します。
その後の納付には 100 円の
手数料が別途必要となりま
す。
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【当番医】津和野共存病院

【当番医】津和野共存病院

【当番医】松浦内科胃腸科

【当番医】和﨑医院

【当番医】増野医院

【当番医】栗栖医院

【当番医】つわぶき医院

1

6 97 11

12

108

13 14 15 16 17 18

19

27 28

20 21 22 23 24 25

26

2 4

5

3

29 30 31

憲法記念日

こどもの日 振替休日

みどりの日

JR 山口線山口 - 益田間臨時列車運行日

◎乙女峠まつり
（カトリック教会出発 /10:30 ～）
◎ＳＬ運行開始日イベント
（ＪＲ津和野駅前 /13:00 ～） 

◎津和野ゴムバンド教室
（まちせ /13:30 ～ 15:00）
ハングル講座

( 日原公 /19:30 ～）

◎水彩画教室
（まちせ /13:30 ～ ,19:00 ～）

◎月いちボランティア清掃
(社協津和野支所/8:00～9:00)

◎無料人権相談日
（町民セ /9:00 ～ 12:00）
◎畑迫地区心配ごと相談
（畑迫公民館 /9:00~11:00）
◎無料行政相談
（ふくせ  /10:00 ～ 12:00）
◎心配ごと相談
（ふくせ  /10:00 ～ 12:00）
◎パソコン初心者教室
（ 青原公民館 /10:00 ～ 12:00）
◎小川地区心配ごと相談
（小川公民館 /13:30~15:30）

◎水彩画教室
（山セ　 /9:30 ～ 11:30）
◎キラキラ体操教室
（木部公民館 /13:30 ～ 14:30）
（小川公民館 /15:30 ～ 16:30）
◎ハングル講座

( 日原公 /19:30 ～） 
◎あさぎりの湯定休日
（　　　 ）

◎手話生活相談
( 役場本庁舎 /13:30 ～ 16:00)

◎断酒会
（町セ　 /19:00 ～ 21:00）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館）

◎離乳食教室
（やばこ /9:00 ～ 11:30）
◎パソコン教室
（日原公 /10:00 ～ 12:00）
◎キラキラ体操教室
（程彼集落センター /10:30 ～
11:30）

（プラサ枕瀬 /13:30 ～ 14:30）
（山セー /15:30 ～ 16:30）
◎津和野地区心配ごと相談
（福祉ｾﾝ /13:30 ～ 15:00）

◎青野山ハイキング
（10:00 ～）

◎森鷗外講演会
（森鷗外記念館 /19:00～20:30）

◎明るい生活相談所
（山村ﾝﾀ /9:30~14:30）
◎無料行政相談
（やませ /9:30 ～ 14:30）
◎無料法律相談
（福祉ｾﾝ /13:00~16:00）
《要予約》72-1494
◎ヨガ＆マットエクササイズ
（山セ　 /20:00 ～ 21:00）

◎津和野町小学校体育大会
（日原カントリーパーク）
◎幼児健診
（やま      / 受付 13:00～14:15）
◎津和野ゴムバンド教室
（まちせ /13:30 ～ 15:00）
◎キラキラ体操教室
（畑迫公民館 /13:30 ～ 14:30）
（町民セ /15:30 ～ 16:30）
◎ハングル講座

( 日原公 /19:30 ～）
◎あさぎりの湯定休日（　　　 ）

◎健康教室・ケアサロンつわの
（津和野共存病院/10:00～12:00）
◎太皷谷稲成神社春季大祭
（10:00 ～／太皷谷稲成神社） 
◎断酒会
（山セ　 /19:00 ～ 21:00）
◎水彩画教室
（町民セ /13:30、19:00 ～）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00 ～ 12:00）
◎キラキラ体操教室
（横道公民館 /10:30 ～ 11:30）
（滝元上集会所 /13:30～14:30）

◎健康相談
（発熱外来 /9:30 ～ 11:30）
◎ 3B 体操
（町民セ /13:30 ～）

◎輪読鷗外
（森鷗外記念館 /10:00 ～ 11:00）
◎石見神楽公演(浜田商業高校 )

( なごみ )

◎心配ごと相談
（ふくせ  /10:00 ～ 12:00）
◎無料行政相談
（ふくせ  /10:00 ～ 12:00）
◎パソコン初心者教室
（ 青原公民館 /10:00 ～ 12:00）
◎ヨガ＆マットエクササイズ
（山セ　 /20:00 ～ 21:00）

◎水彩画教室
（山セ　 /9:30 ～ 11:30）
◎ぴよぴよサロン
（左鐙小学校 /10:00 ～ 13:00）
◎キラキラ体操教室
（長野自治会館 /13:30 ～ 14:30）
（中座会館 /15:30 ～ 16:30）
◎ハングル講座

( 日原公 /19:30 ～） 
◎あさぎりの湯定休日
（　　　 ）

◎手話生活相談
( 役場本庁舎 /13:30 ～ 16:00)

◎断酒会
（山セ　 /19:00 ～ 21:00）
◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00 ～ 12:00）
◎キラキラ体操教室
（山セー /10:30～11:30）
（相撲ヶ原下集会所 /13:30 ～
14:30）

◎乳児健診
（町セ　 / 受付:13:00～13:30）
◎俳句サロン

( 福祉ｾﾝ /13：30 ～ )

◎アダルト英会話
（山セ　 /10:30 ～ 11:30）
◎キッズえいかいわ A
（山セ　 /16:15 ～ 17:00）
◎つわの英会和教室
（町民セ /20:00 ～ 21:00）

◎食育の集い - 調理実習 -
（青原公民館 /9:30 ～ 13:30）
◎石見神楽公演(左鐙社中 )

( なごみ )

◎津和野図書館休館日◎キラキラ体操教室
（麓耕自治会館 /13:30 ～ 14:30）
（和田自治会館 /15:30 ～ 16:30）
◎ハングル講座

( 日原公 /19:30 ～）
◎あさぎりの湯定休日
（　　　 ）

◎ソフトバレーリーグ戦
（小川体育館）

◎パソコン教室
（日原公 /10:00 ～ 12:00）
◎キラキラ体操教室
（左鐙公民館 /10:30 ～ 11:30）
（添谷公民館 /13:30 ～ 14:30）
（野地公民館 /15:30 ～ 16:30）

◎健康相談
（まちせ /9:30 ～ 11:30）
◎アダルト英会話
（山セー /10:30 ～ 11:30）
◎ 3B 体操
（町民セ /13:30 ～）
◎キッズえいかいわ B
（山セー /16:15 ～ 17:00）
◎つわの英会和教室
（町民セ /20:00 ～ 21:00）
◎こころの相談
（町セ　 ）

◎演奏会びーくおりてぃー
( なごみ )

主な駅の時刻表
上り列車 下り列車

駅名 時刻 駅名 時刻

益田 発 14：03
山口 発 10：45

津和野
着 11：57

東青原 発 14：24 発 12：24
青原 発 14：28 青野山 発 12：28
日原 発 14：34 日原 発 12：35

青野山 発 14：41 青原 発 12：41
津和野 着・発 14：46 東青原 発 12：46
山口 着 15：53 益田 着 13：05

　JR 山口線臨時運行日
山口駅から益田駅間の臨時列
車（各駅停車）の運行をお知
らせします。

【問】JR 津和野駅☎ 72-0072

列車の時刻・のりば・編成は、予告な
しに変更となる場合があります。お出
かけ前にはかならずご確認ください。

◎史談会
（町民セ /13:30 ～）
◎いきいきフィットネス体操
（青原公民館 /19:30 ～ 20:30）

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

日公

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ

町セ 町セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

山セ

福セ

福セ

福セ

福セ

福セ

福セ

福セ

やま

やま

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ

なごみ
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高齢者肺炎球菌予防接種のご案内 保育士育成の支援へ 年金の学生納付特例をご存じですか？

各種健診・教室・相談等のお知らせ

町からのお知らせ
広報つわの 2013 年 4 月 12 日発行

保
育
士
修
学
資
金
貸
付
事
業

平
成
25
年
度
に
保
育
士
養
成

施
設
に
入
学
し
た
学
生
で
あ
っ

て
、
卒
業
後
県
内
の
保
育
所
等

に
勤
務
し
よ
う
と
す
る
方
に
対

し
て
月
額
５
万
円
を
貸
付
し
ま

す
。津

和
野
町
で
は
、
高
齢
者
肺

炎
球
菌
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

対
象
と
な
る
方
に
、
予
防
接
種

代
金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す
の
で
接
種
を
受
け
る
方
は
忘

れ
ず
に
役
場
で
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
方

町
に
住
民
票
が
あ
り
過
去
5

年
間
に
予
防
接
種
を
受
け
て
い

な
い
①
満
65
歳
以
上
の
方
（
平

成
26
年
3
月
31
日
時
点
）
ま
た

は
②
満
60
～
64
歳
の
方
で
、
身

体
障
が
い
者
（
身
障
手
帳
1
級

お
よ
び
2
級
）
の
内
部
障
が
い

（
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機

能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
の
障

が
い
）
に
該
当
す
る
方
で
す
。

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、

返
還
の
免
除
を
受
け
ら
れ
ま

す
。詳

し
く
は
島
根
県
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
０
８
５
２
―
32
―

５
９
９
６
）
へ
お
問
合
わ
せ
下

さ
い
。

申
込
方
法
・
申
込
先

役
場
で
申
し
込
み
を
し
予
診

票
等
を
受
け
取
り
、
予
防
接
種

を
受
け
る
医
療
機
関
で
予
約
し

て
か
ら
予
防
接
種
を
受
け
て
下

さ
い
。
役
場
で
の
申
し
込
み
の

際
に
は
印
鑑
を
忘
れ
ず
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
本
庁
舎
は
総
合

窓
口
、
津
和
野
庁
舎
は
健
康
福

祉
課
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

助
成
額
は
２
千
円

自
己
負
担
金
は
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
各
医
療

機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
で

す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
生
涯

を
通
じ
て
1
回
の
み
で
す
。
平

成
23
・
24
年
度
に
受
け
た
方
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

健康福祉課☎ 72-0673健康福祉課☎ 72-0657

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

学
生
が
申
請
に
よ
り
年
金
保
険

料
の
支
払
い
の
猶
予
が
受
け
ら

れ
る
制
度
で
す
。

対
象
者
は
？

大
学
（
短
大
、大
学
院
ほ
か
）

な
ど
に
在
学
す
る
学
生
で
、
夜

間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
課
程

の
学
生
も
含
ま
れ
ま
す
。

所
得
基
準
は
？

学
生
納
付
特
例
に
は
所
得
基

準
が
あ
り
、
本
人
の
所
得
が
一

定
以
上
の
額
以
下
の
場
合
に
対

象
と
な
り
ま
す
。

所
得
に
つ
い
て
は
、
申
請
者

本
人
の
み
の
所
得
を
み
る
た

め
、
本
人
以
外
の
家
族
の
所
得

は
問
い
ま
せ
ん
。

年
金
と
の
関
係
は

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た

め
に
は
、
原
則
と
し
て
保
険
料

の
納
付
済
期
間
（
保
険
料
免
除

期
間
を
含
む
）
が
25
年
以
上
必

要
で
す
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
た
期
間
は
、
こ
の
老
齢
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
含
ま

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎

年
金
の
年
金
額
の
計
算
対
象
と

な
る
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
。ま

た
、
学
生
納
付
特
例
制
度

の
承
認
を
受
け
て
い
れ
ば
、
そ

の
期
間
は
、
保
険
料
納
付
済
期

間
と
同
様
に
障
害
基
礎
年
金
の

支
給
要
件
と
な
る
対
象
期
間
に

含
ま
れ
ま
す
。

申
請
書
の
提
出
先
は
？

総
合
窓
口
（
本
庁
舎
）、
健

康
福
祉
課
（
津
和
野
庁
舎
）
と

な
り
ま
す
。

添
付
書
類

①
年
金
手
帳
②
在
学
証
明
書

ま
た
は
学
生
証
な
ど
の
写
し
③

前
年
所
得
の
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類
。

申
請
が
遅
れ
る
と
、
申
請
日

前
に
生
じ
た
不
慮
の
事
故
や
病

気
に
よ
る
障
が
い
に
つ
い
て
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
詳
し
く
は
、
お
問
合

わ
せ
下
さ
い
。

各
種
健
診
な
ど
の
日
程
は
左

記
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
忘
れ

ず
に
受
診
し
て
下
さ
い
。

○
乳
幼
児
健
診 （
※
）

乳
児
健
診
・
年
4
回　

幼
児
健
診
・
年
8
回

○
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク（
要
予
約
） 

乳
幼
児
の
発
達
に
つ
い
て
の

相
談
の
あ
る
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
フ
ッ
素
塗
布 

津
和
野
町
に
住
民
票
が
あ
る

1
歳
～
小
学
校
就
学
前
の
幼
児 

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
夏
と
冬

の
年
2
回
に
分
け
て
実
施
し
ま

す
。（
日
程
が
決
ま
り
次
第
、

広
報
な
ど
で
案
内
し
ま
す
）

○
か
ん
が
る
ー
教
室 

（
妊
婦
教

室
）（
※
）

妊
娠
中
の
妊
婦
及
び
家
族

（
主
に
妊
娠
初
期
・
中
期
の
方
） 

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

日
に
ち

会
場

7
月
24
日
（
水
）

直
地
集
会
所

10
月
16
日
（
水
）

1
月
22
日
（
水
）

○
離
乳
食
教
室 （
※
）

主
に
、
生
後
４
カ
月
～
６
ヶ

月
児
ま
で
の
保
護
者
を
対
象
に

行
っ
て
い
ま
す
。

日
に
ち

会
場

5
月
7
日
（
火
）

保
健
福
祉セン

タ
ー

『
や
ま
び
こ
』

8
月
6
日
（
火
）

11
月
5
日
（
火
）

2
月
4
日
（
火
）

○
育
児
相
談

育
児
中
の
保
護
者
・
家
族
を

対
象
に
保
健
師
が
月
１
回
出
張

し
身
体
計
測
や
、
各
種
相
談
を

お
こ
な
い
ま
す
。 

場
所

日
原
保
育
園

内
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

直
地
児
童
館

内
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

５
月

8
日
（
水
）

14
日
（
火
）

６
月

5
日
（
水
）

18
日
（
火
）

７
月

10
日
（
水
）

16
日
（
火
）

８
月

7
日
（
水
）

27
日
（
火
）

９
月

11
日
（
水
）

17
日
（
火
）

10
月

9
日
（
水
）

15
日
（
火
）

11
月

6
日
（
水
）

26
日
（
火
）

12
月

11
日
（
水
）

17
日
（
火
）

１
月

8
日
（
水
）

14
日
（
火
）

２
月

6
日
（
水
）

25
日
（
火
）

３
月

12
日
（
水
）

18
日
（
火
）

※
印
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
対
象
と
な
る
方
に
個
別
案

内
を
送
付
し
ま
す
。
時
間
に
つ

い
て
は
、
案
内
や
毎
月
の
広
報

等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

健康福祉課☎ 72-0657

健康福祉課☎ 72-0651

不
法
投
棄
は
、
法
に
よ
り
厳

し
く
罰
せ
ら
れ
、
５
年
以
下
の

懲
役
若
し
く
は
１
千
万
円
以
下

の
罰
金
（
法
人
に
対
し
て
は

１
億
円
以
下
）
又
は
こ
の
併
科

が
科
せ
ら
れ
る
犯
罪
行
為
で

す
。
ま
た
、
未
遂
も
、
実
行
と

同
様
の
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。

不
法
投
棄
が
与
え
る
影
響

ご
み
の
不
法
投
棄
は
、
地
域

の
景
観
を
損
な
う
だ
け
で
な

く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
土
壌
や

水
質
に
重
大
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
一
度
不
法
投
棄
の
名
所
に

な
っ
て
し
ま
う
と
、
た
と
え
ご

み
を
撤
去
し
て
も
ま
た
す
ぐ
に

不
法
投
棄
さ
れ
、
多
大
な
処
理

費
用
だ
け
が
か
か
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、
捨
て
ら
れ
た

ご
み
を
片
付
け
、
元
の
状
態
に

戻
す
に
は
、
多
く
の
時
間
と
お

金
が
か
か
り
ま
す
。

こ
れ
ら
ご
み
の
処
理
費
用
等

は
、
貴
重
な
税
金
で
賄
わ
れ
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。

不
法
投
棄
さ
れ
た
ら　

不
法
投
棄
は
あ
く
ま
で
行
為

者
が
片
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
そ
の
特
定
が
で
き
な
い

場
合
、
土
地
の
管
理
者
や
所
有

者
が
処
理
責
任
を
負
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
不
法
投
棄
し

に
く
い
環
境
を
作
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い

環
境
づ
く
り

　

①
こ
ま
め
に
草
刈
等
を
行

い
、
見
通
し
の
良
い
き
れ
い
な

状
態
に
し
て
お
く
。
②
ロ
ー
プ

や
柵
を
す
る
、
入
口
に
鍵
を
設

け
る
な
ど
、
簡
単
に
投
げ
込
め

な
い
、
入
り
込
め
な
い
よ
う
に

す
る
。
③
定
期
的
な
見
回
り
な

ど
で
土
地
の
状
態
を
把
握
し
て

お
く
、
な
ど
で
す
。

不
法
投
棄
を
し
て
い
る
人
や

不
法
投
棄
物
を
見
か
け
た
と
き

は
、
ま
ず
自
身
の
安
全
を
確
保

し
た
上
で
、
警
察
や
役
場
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

環境生活課☎ 72-0309
不法投棄は「しない」「させない」「許さない」
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農地の賃借料情報のお知らせグリーンカーテンで省エネ
に挑戦！ 農地の別段の面積の設定について

町からのお知らせ
広報つわの 2013 年 4 月 12 日発行

農
地
法
は
改
正
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
標
準
小
作
料
を
定
め
て
い

ま
し
た
が
、
標
準
小
作
料
制
度

は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
代

替
と
し
て
実
際
に
契
約
さ
れ
た

（
平
成
24
年
１
月
～
12
月
）
農

ゴ
ー
ヤ
で
窓
な
ど
か
ら
の
日

差
し
を
さ
え
ぎ
り
、
室
内
温
度

を
下
げ
て
快
適
に
省
エ
ネ
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
日
差

し
を
さ
え
ぎ
る
こ
と
に
加
え

て
、
葉
の
蒸
散
作
用
で
打
ち
水

を
し
た
と
き
と
同
じ
効
果
が
あ

り
ま
す
し
、
実
を
収
穫
し
食
卓

の
ご
馳
走
に
も
な
り
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
さ
れ
る
方
に
苗

農
作
業
受
託
料
金
は
、
農
作

業
の
一
部
を
他
の
方
に
作
業
し

て
い
た
だ
い
た
と
き
の
基
準
と

な
る
額
で
、
料
金
の
額
を
当
事

者
間
で
決
め
る
際
の
目
安
と
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

こ
の
料
金
は
、
あ
く
ま
で
作

業
の
目
安
と
す
る
も
の
で
あ
っ

て
、
決
し
て
こ
の
金
額
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
、
作

農
地
の
売
買
・
贈
与
・
貸
借

等
に
は
農
地
法
第
3
条
に
基
づ

く
農
業
委
員
会
の
許
可
が
必
要

で
す
。
そ
の
際
、
許
可
要
件
の

一
つ
に
所
有
農
地
の
下
限
面
積

（
別
段
の
面
積
）
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
町
内
の
別
段
の
面

積
は
別
表
の
よ
う
に
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

農
地
法
関
係
申
請
・
届
出

に
つ
い
て

農
地
を
売
買
す
る
場
合
（
農

地
法
第
3
条
）
は
農
業
委
員
会

の
許
可
が
必
要
で
す
。

農
地
を
農
地
以
外
の
も
の

（
宅
地
等
）
へ
転
用
す
る
場
合

（
農
地
法
第
4
条
、
第
5
条
）

は
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で

す
。農

地
法
第
3
条
、
4
条
、
5

条
許
可
、
非
農
地
証
明
等
の
申

請
期
日
は
、
25
年
度
よ
り
毎
月

5
日
が
締
め
切
と
な
り
ま
し

た
。
期
日
以
降
の
受
付
は
行
い

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。（
5
日
が
休
日
及
び
祝
日

の
場
合
は
、
翌
開
庁
日
）
申
請

書
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ

提
出
く
だ
さ
い
。

津和野町農業委員会☎ 72-0653

津和野町農業委員会☎ 72-0653津和野町農業委員会☎ 72-0653環境生活課☎ 72-0309

農作業受託料金をご確認ください

■地区別の別段の面積量
地区 設定区域 別段の面積

津 和 野
地区

鷲原、中座、町田、森村、
後田の区域 10 アール

小 川 地
区

寺田、耕田、直地、商人上、
笹山の区域 30 アール

畑 迫 地
区

邑輝、部栄、内美、田ニ穂、
高峯、名賀の区域 30 アール

木 部 地
区

豊稼、中山、長福、中川、
山下、中曽野、吹野の区域 30 アール

日 原 地
区

左鐙、瀧谷、相撲ヶ原、須
川、瀧元、枕瀬、河村、池村、
商人下、渓村、柳村、冨田、
添谷の区域

20 アール

日原、青原の区域 10 アール
「別段の面積」・・・農地の権利移動に必要な面積（権利を取
得しようとする者が、取得後において耕作又は養畜の事業に
供すべき農地の合計面積）

区分 単位 料金

育苗（薬剤処理配達なし） １箱 700 円
深耕 10a 6,700 円
耕起（荒起こし） 10a 7,500 円
代掻き（荒かき）1 回実施 10a 8,000 円
代掻き 2 回実施 10a 11,500 円
耕起＋荒かき＋代掻き 10a 17,000 円
田植え 10a 7,000 円
コンバイン⇒乾燥調整（籾摺り） 10a 30,000 円

刈取り
コンバイン（籾運賃は別）

10a
18,000 円

バインダー 8,800 円
脱穀 ハーベスタ 10a 11,500 円
生・乾燥～調整（籾摺り） 玄米 30㎏ 850 円
調整（籾摺り） 玄米 30㎏ 350 円
防除（農薬代は別） 10 ａ 2,500 円
オペレーター賃金 1 時間 1,300 円

一般作業賃金（作業内容に応じて割
増加算する場合があります）

1 時間 800 円

業
を
お
願
い
す
る
方
と
作
業
を

引
き
受
け
る
方
で
話
し
合
っ
て

決
定
し
て
下
さ
い
。

農
業
者
年
金
に
加
入
し

ま
し
ょ
う

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
す
る
60
歳
未
満
の
方
は
だ
れ

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
法
律
で
野
焼

き
は
原
則
と
し
て
禁
止
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
に
違
反
す
る
と

5
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、野
焼
き
未
遂
や
、

野
焼
き
目
的
で
廃
棄
物
の
収
集

又
は
運
搬
し
た
者
も
罰
せ
ら
れ

ま
す
。

こ
の
禁
止
規
定
は
、
こ
れ
ま

で
の
行
政
処
分
で
は
適
切
な
取

締
り
が
困
難
だ
っ
た
悪
質
な
産

業
廃
棄
物
処
理
業
者
や
無
許
可

業
者
に
よ
る
廃
棄
物
の
焼
却
に

対
し
、
取
締
り
の
効
果
を
上
げ

る
た
め
の
も
の
で
、
取
締
り
の

対
象
と
し
て
馴
染
ま
な
い
も
の

に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
例
外

を
設
け
て
い
ま
す
。

野
焼
き
の
特
別
な
例
外

規
定

〇
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や

む
を
え
な
い
焼
却（
稲
わ
ら
、

農
作
業
に
伴
い
刈
り
取
っ
た

雑
草
、
伐
採
し
た
木
の
枝
剪

定
枝
な
ど
）

〇
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で

通
常
行
わ
れ
る
軽
微
な
焼
却

（
草
取
り
や
庭
木
の
剪
定
で

出
た
草
木
の
焼
却
や
暖
を
取

る
為
の
焚
き
火
、
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
ー
）

〇
風
俗
習
慣
上
又
は
宗
教
上
の

行
事
な
ど
で
行
う
焼
却
（
ど

ん
ど
焼
き
、
山
焼
き
、
な
ど
）

※
生
活
環
境
の
保
全
上
著
し
い

支
障
を
生
ず
る
廃
ビ
ニ
ー

ル
な
ど
の
焼
却
は
こ
れ
に

含
ま
れ
ま
せ
ん
。

野
焼
き
禁
止
の
特
別
な
例
外

規
定
と
さ
れ
た
行
為
で
あ
っ
て

も
、
煙
や
臭
い
な
ど
に
よ
り
生

活
環
境
上
支
障
を
与
え
、
苦
情

等
の
あ
る
場
合
は
、
改
善
命
令

や
各
種
の
行
政
指
導
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

家
庭
の
ご
み
は
野
焼
き
を
せ

ず
、
分
別
し
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
指
定
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
を

行
い
、
自
然
環
境
、
生
活
環
境

が
保
全
さ
れ
る
よ
う
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

環境生活課☎ 72-0309野外焼却（野焼き）は禁止です

1. 田（水稲）の部
締結（公告）
された地域名

平均額 最高額 最低額 件数

津和野地区 6,117 円 14,000 円 3,000 円 179
日原地区 6,933 円 13,000 円 3,000 円 15
（参考）
町平均

6,497 円 14,000 円 3,000 円 194

※ 30kg 当たり 6,000 円で計算

地
の
賃
借
料
を
提
供
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
農
地
を
有
償

で
貸
し
借
り
さ
れ
る
場
合
は
次

の
表
を
参
考
に
し
て
い
た
だ
い

て
、
契
約
当
事
者
間
で
賃
借
料

を
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

2. 畑（普通畑）の部
締 結（ 公 告 ）
された地域名

平均額 最高額 最低額 件数

町全域 4,200 円 6,000 円 3,600 円 4
※１賃借料は物納支給としてある場合は、30kg 当り

6,000 円に換算しています。
※２この表は目安であり、貸し借りの契約に当たって

は、当事者間で十分な話し合いをして決めてくだ
さい。

※３無償の貸借は、24 件でした。

を
４
本
ま
で
差
し
上
げ
ま
す
。

条
件
と
し
て
①
グ
リ
ー
ン
カ
ー

テ
ン
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
。

②
受
け
取
り
来
て
い
た
だ
け
る

方
（
受
取
場
所
に
つ
い
て
は
、

相
談
に
応
じ
ま
す
）。
受
渡
時

期
は
５
月
初
旬
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
担
当
課

ま
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。
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イノベーション（革新）は次のステップへ

人権標語をご紹介します

町からのお知らせ

昨
年
度
、
東
京
か
ら
４
人
の

若
者
が
大
学
を
休
学
し
、
津
和

野
の
町
お
こ
し
に
取
り
組
ん
だ

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ジ
ャ

パ
ン
（
Ｉ
Ｆ
Ｊ
）
は
、
新
た
に

Founding Base

（
フ
ァ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
ベ
ー
ス
、
FB
）
へ

進
化
し
、
４
月
か
ら
新
た
に
３

人
の
若
者
が
加
わ
り
現
在
５
名

で
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
Ｉ
Ｆ
Ｊ
に
参
加
し
た

メ
ン
バ
ー
４
名
の
う
ち
、
２
名

が
引
き
続
き
残
り
、
現
在
５
名

つわの暮らし推進課☎ 74-0092

津和野町人権・同和対策推進協議会
（税務住民課）☎ 74-0059

津
和
野
町
人
権
・
同
和
対
策

推
進
協
議
会
で
は
、
人
権
啓
発

活
動
の
取
組
の
一
環
と
し
て
人

権
標
語
を
募
集
い
た
し
ま
し

た
。
人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
の

大
切
さ
、
心
豊
か
な
人
権
意
識

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
町
内

の
学
校
に
ご
協
力
に
よ
り
、
多

平
成
24
年
度
（
平
成
25
年
3
月
時
点
）
の
作
品
で
す
︒

・
お
は
な
し
し
よ
う　

と
も
だ
ち
に
な
る　

う
れ
し
い
よ

 
津
和
野
小
学
校
1
年 

後
藤 

菜
々
香
さ
ん

・
み
ん
な
と
も
だ
ち　

み
ん
な
だ
い
す
き　

た
の
し
い
な
か
ま

 

津
和
野
小
学
校
１
年 

後
藤 

陽
香
さ
ん

・
み
ん
な
が
た
す
け
て
く
れ
る
よ　

こ
け
て
な
い
て
は　

に
っ
こ
に

こ

 

津
和
野
小
学
校
2
年 
有
福 

真
人
さ
ん

・
教
室
に　

い
つ
も
え
が
お
の　

花
が
さ
く

 

津
和
野
小
学
校
2
年 

小
迫 
司
さ
ん

・
ぜ
っ
た
い
に　

で
き
る
と
言
わ
れ
て　

で
き
た
ん
だ

 

津
和
野
小
学
校
3
年 

井
東 

藍
さ
ん

・
あ
り
が
と
う
と　
「
キ
ラ
リ
」
が
い
っ
ぱ
い　

い
い
ク
ラ
ス

 

津
和
野
小
学
校
3
年 

桜
井 

初
花
さ
ん

・
友
だ
ち
を　

助
け
て
あ
げ
る
と　

う
れ
し
い
な

 

津
和
野
小
学
校
4
年 

井
上 

翔
太
さ
ん

・
差
別
な
し　

平
和
へ
の
一
歩　

少
し
ず
つ

 

津
和
野
小
学
校
4
年 

田
中 

鈴
薫
さ
ん

掲
載
順
不
同

数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。今

後
は
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
応

募
い
た
だ
い
た
作
品
を
数
作
品

ず
つ
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
ご

覧
下
さ
い
。

昨年度から引き続き町の活性化に取り組む福井健君と坂

和貴之君もＦＢで活動します。メンバーは写真左から

藤
ふ じ た と も や

田知也、福
ふ く い け ん

井健、吉
よ し む ら み つ や

村光八、坂
さ か わ た か ゆ き

和貴之、中
なかむらじゅんじ

村純二。

体
制
と
な
り
、
観
光
、
農
業
、

教
育
の
３
つ
の
分
野
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
別

れ
町
興
し
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。こ

の
事
業
で
は
、
社
会
人
経

験
を
持
つ
人
も
参
加
し
て
お

り
、
昨
年
度
は
「
学
生
」
に
限

定
し
て
い
た
点
が
大
き
く
異
な

り
ま
す
。

町
の
い
ろ
ん
な
場
面
で
活
動

し
て
い
る
彼
ら
に
活
躍
に
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

理
想
の
店
へ
の
小
さ
な
一
歩

私
は
福
岡
の
精
肉
店
の
息
子
で

す
。
１
階
が
お
店
で
２
階
で
家
族

が
寝
起
き
す
る
。
そ
ん
な
暮
ら
し

を
高
校
生
ま
で
続
け
て
い
ま
し

た
。小

さ
な
小
売
店
が
生
き
残
る
の

は
、
大
変
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と

は
、
肌
で
感
じ
て
い
る
つ
も
り
で

す
。

ま
ち
な
か
再
生
総
合
事
業
で

は
、
昨
年
に
引
き
続
き
「
店
舗
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
事
業
」
を
行

い
ま
す
。

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
事
業
と

は
、
店
の
構
え
や
し
つ
ら
え
、
看

板
や
メ
ニ
ュ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
や
見

せ
方
を
一
緒
に
考
え
る
事
業
で

す
。
小
洒
落
た
お
店
に
す
る
と
い

う
よ
り
も
、
店
主
の
「
思
い
」
や

「
こ
だ
わ
り
」「
お
す
す
め
」
を

目
に
見
え
る
形
に
す
る
お
手
伝
い

そ
の
後
押
し
で
す
。
実
家
の
肉
屋

は
、
父
親
が
亡
く
な
り
、
弟
が
二

代
目
と
し
て
引
き
継
い
で
い
ま

す
。
な
か
な
か
手
伝
い
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
そ
の
分
、
み
な
さ
ん
の

お
店
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
支
援
に
つ

い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト

体
制
が
あ
り
ま
す
。
思
い
を
描
い

た
あ
と
、
実
現
す
る
ま
で
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
ま
す
。　

 

津
和

野
町
観
光
協
会
で
は
、
Ｗ 

Ｅ
Ｂ

事
業
部
を
こ
の
春
立
ち
上
げ
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
や
更
新
、
パ

ソ
コ
ン
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。

さ
ら
に
町
の
個
別
商
業
包
括
支

援
事
業
も
活
用
し
、
看
板
や
チ
ラ

シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
補
助

も
可
能
で
す
。

昨
年
は
後
田
地
区
で
応

募
の
あ
っ
た
数
店
舗
で
実

施
し
、
少
し
ず
つ
変
化
が

見
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
手
応
え
を
感
じ
て
い

ま
す
。
今
年
は
全
町
に
広

げ
て
実
施
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
問
合
せ
下
さ
い
。

で
す
。「
お
客
さ
ん
が
魅
力

を
感
じ
る
店
に
…
」
と
い
う

と
店
作
り
は
難
し
く
感
じ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分

の
思
い
を
表
現
す
る
こ
と
だ

と
と
ら
え
る
と
、
多
少
は
分

か
り
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。店

の
飾
り
付
け
は
、
働
く

人
の
思
い
で
す
。
思
い
を
表

す
の
が
苦
手
な
人
の
替
わ
り

に
表
現
を
考
え
た
り
、
本
人

に
は
気
づ
か
な
い
魅
力
を
引

き
出
し
て
、
見
え
る
化
す
る

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

目
標
や
理
想
は
高
く
掲
げ

て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
小
さ

く
て
も
一
歩
を
踏
み
出
す
。

地域おこし協力隊
まちなか再生総合事業
商工観光担当

高
た か の

野 龍
た つ や

也
博多の飲食店では「うまかろ（おいしいで
しょ）？」とお客さんに話しかけます。そ
れだけ自信があるということでなく、軽く
お客さんを洗脳する効果があるのかもしれ
ません。思いを表現するのは大事ですね。

都市住民など地域外の人材を地域社会の新
たな担い手として受け入れ、地域力の維持・
強化を図る国（総務省）の活動。
隊員の人件費など諸経費は、国の補助金に
て賄われています。

地域おこし協力隊とは？

津和野の町と暮らしを、リデザイン
津和野のまちなかをアップデート

事業に関するお問い合わせは、役場商工観光課☎ 72-0652 へ

まちなか再生総合事業では、空き家活用を進行すると同時に、今年度も引き続きブラッシュ
アップ支援を行います。それぞれの店の状況や要望に対応して、お店の魅力を引き出すこ
とを目的としています。また、町の個別商業包括的支援を活用して、実現までをコーディ
ネートします。

春からお店をブラッシュアップ
ま
ち
な
か
再
生
総
合
事
業･

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー･

Vol　

６
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Town Watchingいろんな行事・イベントを広報担当者が取材にいきます
町内でがんばっている皆さんの姿、身近な出来事、話題を教えてください
つわの暮らし推進課☎ 74-0092

絵を描くことが生きがいと語ってくれた安野光雅氏。

差別のない明るい社会を目指して
３月 27 日、日原山村開発センターと津和野町民センター

で人権や同和教育に関する講演会が開催されました。
講師に広島修道大学の大庭 宣尊教授を迎え、「ひとが輝

く、まちが輝く」と題したテーマで、あらゆる差別の解消
と、差別や偏見のない明るい社会をめざすため私たちがで
きることについて講演が行われました。

下森町長からイメージアップの委嘱状を渡されるつわみん

ハート型の手を大きく振って子ども達の声に答えるつわみん 性別・年代問わずみんなの人気者を目指します

津和野を PR ！つわみん登場
鷺の意匠を取り入れた頭とハート型の手がチャームポイ

ントの津和野町のイメージアップキャラクター・つわみん
の任命式が４月１日に行われ、活動を開始しました。

任命式のあと、さっそく町内に出てあいさつ回りを行っ
たつわみん。子ども達からは「かわいいー！」とたちまち
人気者となったようです。これから様々なイベントなどで
も登場予定のつわみん、これから津和野の PR のため全国
を舞台に活躍する予定、みなさんの応援をよろしくお願い
します。

安野光雅氏 文化功労者顕彰祝賀会
淡くやさしいタッチの水彩画で世界中に数多くのファン

を持つ津和野町出身の画家・安野光雅さんの文化功労者選
出を記念した顕彰祝賀会が３月 20 日に太鼓稲成神社で行
われ関係者ら約 110 人が出席しました。

会では下森町長をはじめ溝口善兵衛島根県知事、友人で
作家の澤地久枝さんからも大きな功績に対するお祝いと感
謝の言葉が贈られました。

この日、87 歳の誕生日を迎えた安野氏は生涯現役を目
指し、次の作品への意欲を語っていました。



URL
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広報つわの 2013 年 4 月 12 日発行

在
宅
当
番
医
 
…m

edical

ご
案
内
 
…
…
…
…Guide

◎
調
理
師
受
験
準
備
講
習
会
の
開
催

9
月
頃
実
施
予
定
の
調
理
師
試
験
に

向
け
て
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み
締
め
切
り
は
5
月
17
日（
金
）

講
習
会
の
受
講
や
受
験
に
は
条
件
が
あ

る
た
め
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

平
成
25
年
5
月
〜
8
月　

 
計
10
回

9
時
か
ら
16
時

島
根
県
合
同
庁
舎
（
益
田
市
昭
和

町
）
※
日
程
に
よ
り
変
更
あ
り

島
根
県
食
品
衛
生
協
会
益
田
支
部

（
益
田
保
健
所
内
）

☎
０
８
５
６
22
）
０
４
０
６

◎
入
校
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

西
部
高
等
技
術
校
で
は
、
企
業
の
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
や
仕
事
の
で
き
ば
え
な

ど
の
品
質
管
理
に
必
要
な
管
理
サ
イ
ク

ル
（
計
画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
）
の

知
識
や
技
能
を
習
得
す
る
事
務
ワ
ー
ク

科
（
定
員
10
名
）
の
入
校
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

入
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
5
月
10

日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
募
集

条
件
な
ど
詳
し
く
は
お
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

島
根
県
立
西
部
高
等
技
術
校

☎
０
８
５
６
（
22
）
２
４
５
０

◎
就
職
フ
ェ
ア
し
ま
ね
︵
春
季
︶
が

開
催
さ
れ
ま
す

来
年
3
月
に
大
学
な
ど
を
卒
業
予
定

の
方
や
島
根
県
内
で
の
就
職
を
希
望
す

る
方
を
対
象
に
、
企
業
の
採
用
担
当
者

に
よ
る
面
接
や
情
報
提
供
を
行
う
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

【
松
江
会
場
】
5
月
11
日
（
土
）

く
に
び
き
メ
ッ
セ
（
松
江
市
）

【
浜
田
会
場
】
5
月
18
日
（
土
）

島
根
県
立
大
学
（
浜
田
市
）

時
間
は
と
も
に
10
時
か
ら
16
時

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

☎
０
１
２
０
（
67
）
４
５
１
０

h
ttp://w

w
w

.gogo-jobcafe-
shim

ane.jp

新
刊
図
書
 
…
…
…Books

日
原
図
書
館

▽
﹃
ホ
ン
ト
に
朝
ラ
ク
弁
当
３
０
０
﹄

 …
…
…
…
…
…
…
…
…

主
婦
の
友
社

▽
﹃
つ
く
も
神
、
あ
そ
ぼ
う
よ
﹄

畠
中
恵
 …
…
…
…
…
…

角
川
書
店

▽
﹃
55
歳
か
ら
は
お
尻
を
鍛
え
れ
ば
長
生

き
で
き
る
﹄

竹
内
正
典
 …
…
…
…
…
…

講
談
社

▽
﹃
40
桜
ほ
う
さ
ら
﹄

宮
部
み
ゆ
き
 …
…
…PH

P

研
究
所

▽
﹃
シ
ル
バ
ー
川
柳
﹄

み
や
ざ
き
シ
ル
バ
ー
ネ
ッ
ト
編
 …

 

 …
…
…
…
…
…
…
…

河
出
書
房
新
社

▼
津
和
野
図
書
館
の
新
刊
図
書 

5
月
31
日
は
休
館
で
す
。

▽
﹃
輝
天
炎
上
﹄

海
堂
尊
 …
…
…
…
…
…

角
川
書
店

▽
﹃
桜
ほ
う
さ
ら
﹄

宮
部
み
ゆ
き
 …
…
…PH

P

研
究
所 

▽
﹃
九
死
一
生
﹄

小
手
毬
る
い
 …
…
…
…
…

小
学
館 

▽
﹃
へ
な
ち
ょ
こ
﹄

く
す
の
き
し
げ
の
り
 …
…
…

学
研

▽
﹃
12
ヶ
月
の
多
肉
植
物
寄
せ
植
え
レ
シ
ピ
﹄

黒
田
健
太
郎
 …

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社

手
話
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

盲
ろ
う
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
方
法
「
1
本
・
2
本
・
3
本
・
4
本
・

5
本
ど
う
読
み
ま
す
か
？
」

み
な
さ
ん
は
、
こ
れ
を
ど
う
読
み
ま

す
か
。
あ
る
聞
こ
え
な
い
方
が
「
〇
〇

本
」
の
読
み
方
が
前
に
つ
い
て
い
る
数

字
に
よ
っ
て
変
わ
る
こ
と
に
驚
い
て
い

ま
し
た
。「
い
ち
ほ
ん
、
に
ほ
ん
、
さ

ん
ほ
ん
、よ
ん
ほ
ん
、ご
ほ
ん
」
と
思
っ

て
い
た
そ
う
で
す
。

聞
こ
え
る
人
は
、
耳
か
ら
自
然
に
こ

と
ば
（
音
）
が
入
っ
て
き
て
、
目
の
前

の
状
況
を
表
す
「
こ
と
ば
（
音
）」
が

自
然
に
身
に
付
き
ま
す
。
聞
こ
え
な
い

人
に
い
ろ
い
ろ
聞
く
こ
と
で
「
聞
こ
え

な
い
」
と
い
う
こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と

か
が
良
く
わ
か
り
ま
す
よ
ね
。

た
く
さ
ん
の
気
づ
き
を
も
ら
え
ま
す
。

　
　

今
月
の
手
話
﹁
長
い
﹂

︻
金
︼
整
形
外
科
（
午
前
・
午
後
）
・

小
児
科
予
防
接
種
・
乳
児
健
診

（
午
後
・
予
約
制
）

※
内
科
は
月
か
ら
金
曜
日
（
午
前
）

木
曜
日
（
午
後
2
時
か
ら
開
始
）

（
日
本
神
経
学
会
専
門
医
）
初
診
の

場
合
要
予
約

※
小
児
科
の
予
防
接
種
・
乳
児
検
診

は
13
時
よ
り
開
始
で
す
。

※
整
形
外
科
の
水
曜
日
の
診
療
は
午

後
1
時
よ
り
開
始
で
す
。

※
産
婦
人
科
の
第
1
・
3
火
曜
日

（
︻
午
前
︼
外
来
診
療
・
妊
婦
健

診
・
︻
午
後
︼
子
宮
が
ん
検
診

（
予
約
制
）
）

※
皮
膚
科
・
水
曜
日
（
午
前
）

◆
日
原
診
療
所
☎
︵
74
︶
０
１
２
１

︻
月
︼
内
科
（
午
前
・
午
後
）

︻
火
︼
内
科
（
午
前
・
午
後
）

　

外
科
（
第
1
・
3
・
5
火
曜
日
、
8
時

半
～
9
時
半
）
※
受
付
は
9
時

ま
で

︻
水
︼
内
科
（
午
前
）
消
化
器
内
科
検
査

の
み
（
午
前
）

︻
木
︼
内
科
（
午
前
）

︻
金
︼
内
科
（
午
前
・
午
後
）

︻
土
︼
内
科
（
午
前
）
※
第
１･

３･

５

泌
尿
器
科
（
午
前
）
第
１
・
３
・
５

※
泌
尿
器
科
の
予
約
は
日
原
診
療
所

ま
で

※
水
・
木
曜
日
は
、
午
前
の
み
で

す
。

※
診
療
日
程
は
、
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
和
﨑
医
院
☎
︵
72
︶
０
０
２
５

︻
水
︼
肝
臓
病
専
門
外
来
（
日
本
肝
臓
学

会
専
門
医
）
・
予
約
制

※
当
院
で
は
苦
痛
の
少
な
い
鼻
か
ら

の
胃
カ
メ
ラ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
も
ご
相
談
下
さ

い
。

※
循
環
器
専
門
外
来
を
行
っ
て
い
ま

す
。

※
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
専
門
外
来
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※
土
曜
日
の
午
後
は
診
療
し
て
い
ま

す
。
（
14
時
か
ら
17
時
ま
で
、
た

だ
し
受
付
は
16
時
30
分
ま
で
）

◆
つ
わ
ぶ
き
医
院
☎
︵
72
︶
３
５
０
０

︻
火
︼
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
15
時
～
18
時

︻
木
︼
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク

9
時
～
12
時
30
分

※
帯
状
疱
疹
後
の
疼
痛
や
慢
性
の
痛

み
で
お
悩
み
の
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※
通
常
の
診
療
も
行
い
ま
す
。

鷲原八幡宮

わたや

駅前ビジネスホテルつわの

■
５
月
３
日
︵
火
︶

津
和
野
共
存
病
院
（
津
和
野
町
森
村
ロ-141

）

☎
72
―
０
６
６
０

■
5
月
4
日
︵
水
︶

増
野
医
院
（
津
和
野
町
日
原
２
２
８
）

☎
74
―
０
０
５
３

■
5
月
5
日
︵
木
︶

和
﨑
医
院
（
津
和
野
町
後
田
ロ-405

）

☎
72
―
０
０
２
５

■
5
月
6
日
︵
日
︶

津
和
野
共
存
病
院
（
津
和
野
町
森
村
ロ-141

）

☎
72
―
０
６
６
０

■
5
月
12
日
︵
日
︶

つ
わ
ぶ
き
医
院
（
津
和
野
町
鷲
原190

）

☎
72
―
３
５
０
０

■
5
月
19
日
︵
月
︶

栗
栖
医
院
吉
賀
町
柿
木
村
柿
木642

-2

☎
79
―
２
０
１
２

■
5
月
26
日
︵
日
︶

松
浦
内
科
胃
腸
科
（
吉
賀
町
六
日
市795

）

☎
77
―
０
１
１
１

医
療
 …
…
…
…M

edical

◆
津
和
野
共
存
病
院
☎︵
72
︶０
６
６
０

︻
月
︼
循
環
器
内
科
（
午
前
・
５
月
13

日
）
・
小
児
科
予
防
接
種
・
乳

児
検
診
（
午
後
・
予
約
制
）

︻
火
︼
外
科
（
午
前
）

︻
水
︼
漢
方
外
来
（
5
月
15
日
）
皮
膚

科
（
午
前
）
・
整
形
外
科
（
午

後
）

︻
木
︼
外
科
（
午
前
）
・
耳
鼻
咽
喉
科

隔
週
（
午
前
と
午
後
、
午
後
の

み
）
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□住民基本台帳（平成 25 年 3 月末現在）

3
月
届
出
分

大お
お
は
た畑 

琉り
ゅ
う
せ
い惺 

2
・
27 

（
鷲
原
一
）

岩い
わ
も
と本 

未み

ゆ由 

3
・
11 

（
木
ノ
口
上
）

3
月
届
出
分

小
松 

榮 

3
・
1 

（
栄
町
） 

83
歳

出
本 

孝
人 

3
・
1 

（
鷲
原
一
） 

71
歳

三
浦 

勝
美 

3
・
7 

（
鷲
原
二
上
） 

75
歳

河
野 

智
司 

3
・
7 

（
高
田
） 

78
歳

村
上 

晴
江 

3
・
10 

（
相
撲
ヶ
原
下
） 

89
歳

豊
田 

モ
ト
代 

3
・
13 

（
鹿
谷
） 

88
歳

堀 

亀
善 

3
・
15 

（
高
田
） 

85
歳

水
津 

イ
サ
ノ 

3
・
18 

（
三
渡
曽
庭
） 

86
歳

真
鍋 

ミ
サ
コ 

3
・
18 

（
東
一
） 

95
歳

林 

真
功 

3
・
23 

（
堤
田
） 

74
歳

山
本 

ミ
ツ
ヨ 

3
・
26 

（
下
横
瀬
） 

95
歳

阿
部 

伊
宗
喜 

3
・
26 

（
麓
耕
） 

74
歳

向
井 
末
人 

3
・
26 

（
町
田
） 

98
歳

岸
田 
不
二
人 
3
・
31 

（
小
直
） 

89
歳

※
掲
載
は
、
同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す（
敬
称
略
）

お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
（
敬
称
略
）

島根県内における災害発生時の緊急情報や災害
対策、支援情報のほか、日ごろ防災に役立つ情
報等を掲載しています。
【PC版】http://www.bousai-shimane.jp/
【モバイル版】http://www.bousai-shimane.jp/m/

災害時に最新の情報を
「しまね防災メール」

※実際の掲載サイズとは異なります。

新
入
生
55
名
の
新
た
な
門
出
～
津
和
野
高
校
で
入
学
式
～

約
９
割
が
進
学　
ー
進
路
実
績
ー

昨
年
度
の
主
な
進
学
・
就
職
、
合
格
先
は
次
の
通
り
で
す
。

４
月
９
日
、
津
和
野
高
校
で
新
一
年
生
の
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
た

に
55
名
の
生
徒
が
高
校
生
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
大
島
校
長
か
ら
高
校
に
徐
々
に
慣
れ
て
欲
し
い
こ
と
、

自
分
で
考
え
る
と
い
っ
た
広
い
意
味
で
の
学
力
を
身
に
つ
け
て
欲
し
い

こ
と
、
良
い
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
の
３
つ
の
願
い
を
新
入
生
歓
迎
の

言
葉
に
併
せ
て
送
り
ま
し
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
河こ

う
う
ち
は
な
え

内
華
絵

さ
ん
が
宣
誓
を
行
い
、
不
安
や
分

か
ら
な
い
こ
と
も
沢
山
あ
る
が
、

良
い
高
校
生
活
を
送
り
た
い
と
新

し
い
生
活
に
向
け
て
の
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

島
根
県
外
か
ら
の
入
学
生
11
名

を
含
む
新
入
生
を
加
え
た
高
校
の

全
校
生
徒
数
は
１
５
５
名
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こちら津和野高校支援係

進学　合格先 人数
国公立四年制大学 14

島根大学、広島大学、山口大学、新見公
立大学、島根県立大学、下関市立大学

私立四年制大学 25
立命館大学、佛教大学、大阪薬科大学、神戸薬科
大学、近畿大学、吉備国際大学、広島経済大学、
広島工業大学、広島修道大学、日本赤十字広島看
護大学、広島文教女子大学、九州女子大学他

公立短期大学 1
島根県立大学短大部

私立短期大学 5
山陽女子短期大学、比治山大学短期大学部、安田
女子短期大学、九州女子短期大学他

専門学校 ･ 大学校等 23
広島ビジネス専門学校、広島製菓専門学校、広島
コンピュータ専門学校、大原簿記情報専門学校、
福岡美容専門学校、浜田医療センター付属看護学
校、石見高等看護学院、岩国医療センター付属看
護学校、大島看護専門学校、島根県歯科技術専門
学校、リハビリテーションカレッジ島根、小倉リ
ハビリテーション学院他

就職先 10
自衛隊、大阪府警察、西日本旅客鉄道、山陰合同
銀行、益田市役所、シマネ益田電子、大見工業他

災害時に、災害情報をあ
な た の 手 元 へ 配 信 し ま
す。登録はカンタン下記
QR コードからご登録く
ださい。


